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クラブ会長幹事の皆様 ｀

一年間お疲れ様でした。この一年は、皆様の温か

いご支援を受けながら、地区として新しい試みをさ

せて頂き、無事に終わろうとしております。皆様の

クラブ運営は如何だったでしょうか。

また一年間にわたる「初期ロータリーを顧みて一

コミック版」をご愛読いただき、そのまとめとして、

2012年9月23日に宇都宮で開催された第3グループ

A&BのIMでの伊丹ロータリー・クラブの深川純ーパス

トガバナーの「初期ロータリーの歴史」のお話を掲

載させていただきます。そして、私たちが参加して

いる「ロータリーって何だろう？」このことをもう

一度お考えいただきたくお願い申し上げ、鈴木宏年

度の卒業式とさせていただきます。皆様本当に楽し

い心に残る一年間を過ごさせていただきました。あ

りがとう！

『皆さまのご親切な配慮に対し、皆さま一人ひとり

に感謝申し上げます。

そして、皆さまのご成功を祈ります。 鈴木宏』

第2550地区ガバナー鈴木宏 .

今日は「初期ロータリーの歴史」というテーマを

いただいております。実は、初期ロータリーを詳し

く解説したものは、中央大学名誉教授の小堀憲助先

生の論説以外には殆ど見当たりません。そこで今日

は、私が小堀先生の講義を聴いたところを私なりに

理解し整理したことをお話し申し上げます。したが

って私の話にもし間違えがあれば、それは私の理解

が間違っていたことと御了承下さい。

さて、そこで、歴史と申しましても、色々なaspect

側面があります。

先ず、歴史を現象の世界で捉えると制痩の歴史と

なります。 例えば、頼山陽の 「日本外史」は、鎌倉

幕府以降の武家頭領の血脈の歴史でありまして、こ

れは謂わば現象の歴史、即ち外なる歴史、外史であ

ります。

これに対し、歴史を本質の世界で捉えると思想と

しての歴史、即ち内なる歴史、内史となります。こ

れは制度の背後にある人間の思想の歴史であります。

このように、歴史には、一つは制度の歴史（外な

る歴史）があり、他は思想の歴史（内なる歴史）が

あります。

そこで、初期ロータリーの歴史についても、現象

の歴史即ち外史と、本質の歴史即ち、内史とに分け

て考えることが出来るのでありますが、今日は時間

の関係で、主として制度の歴史即ち、外史について

お話し申し上げたいと思います。
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また、初期ロータリ ーと謂うのは、 一体何時から

何時までの時期を謂うのかという間題もありますが、

一応、 1905年から 1927年までの期間を初期ロータ

リーと考えて話しを致します。何故なら、その期間

は、ロータリ ーが創立以来、諸々の原理開発を終え

て原理探求のロータリーから実践のロータリーヘ入

っていくまでの期間だからであります。それはロー

タリ ーの倫理運動としての爛熟期とも云える時期で

あります。

さてそこで、 20世紀の初め、シカゴの町の片隅に

真に小さな集いが生まれました。そのエネルギーが

やがてアメリカ全士に拡がり、遂には世界中に拡が

っていきました。それが後に至ってロータリ ーと呼

ばれる運動体でありました。そのエネルギーの源泉

は一体何か。

ロータリーは「始めに親睦ありき」。その親睦のエ

ネルギーが、やがて奉仕を生み、その親睦と奉仕の

エネルギーが、シカゴの町からアメリカ全土に拡が

り、やがて国境を越えて世界中に拡がって行ったの

であります。

では、 何故、地域社会から世界社会へと拡がって

行ったのか。

それを語るには、ロータリ ーのそもそもの濫腸の

物語から始めなければなりません。そこで、この親

睦と奉仕のエネルギーを生み出した原点は一体何か。

それはポール・ハリスという 1人の青年弁護士の頭

脳に宿った只一滴の発想、即ち、一業種ー会員制の

発想でありました。一つの職種から 1人だけ会員を

選ぶ、そのようにして選ばれた良質な職業人のクラ

ブ、その親睦のエネルギーが、やがて世のため人の

ための奉仕という考え方を生み出したのであります。

そして、世のため人のためのクラブであれば、それ

はシカゴにだけあるべき筋合いのものではない、全

米の地域社会にあって然るべきものであるという考

え方になり、サンフランシスコを始めとして各地に

クラブを作るようになり、ロータリ ーの拡大が始ま

ったのであります。このようにして、親睦が奉仕を

生み、 奉仕が拡大を生んだのでありまして、そのそ

もそもの濫腸は親睦であったのであります。

さて、ロータリ ーは、 1905年に創立されて以来、

ポール・ハリスはじめロータリーの指導者達が高々と

理想を掲げて様々な原理・原則を開発し、創立後僅か

4分の1世紀にして素晴しい原理の体系を築き上げた

のであります。その期間は、 1905年から 1927年ま

での22年間でありました。
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そこで先ず、 1927年までの初期ロータリ ーの原

理・原則の開発の流れというものを振り返ってみたい

のであります。そして、時間の関係で、そのうち重

要な論点についてだけ現象史的に申し述べたいと思

うのであります。

1905年2月23日、ポール・ハリスは、最初の会合

で一つの職種から 1人だけ会員を選ぶという「一業一

会員制の原則」を決め、次いで、 3月23日、シカゴ・

クラブの創立総会において、「規則的例会出席の原

則」を採択しました。これらは何れもクラブの親睦

を守るための基本原則でありますから、この時点で

は親睦だけのロータリーでありました。

ところが1906年春、ドナルド・カーターの物語が

起こりました。それはどのような話しかといいます

と、先ず、 DonaldCarterは、職業分類は日本流に言

えば弁理士でありますがアメリカ流に言えば特許専

門の弁護士であります。シカゴ・クラブニ代目会長ア

ルバート・ホワイトAlbertWhiteの時、フレデリック・

ツイードFredericTweedがDonaldCarterにクラブヘの

入会を勧誘したところ、 DonaldCarterはクラブの互

恵主義の説明を聞いて、

『君達は、お互いに助け合って、 豊かになって楽し

いだろう。しかし、 一業一会員制の原則であれば、

クラブに人れない同業者は一体どうなるのか。ま

た、職業人の集まりであれば、 職業を持たない一

般地域社会の人達は一体どうなるのか。私達は、

この地域社会に生まれ、地域社会に育てられ、地

域社会にお世話になって暮らしている。このお世

話になった地域社会に何らの恩返しもしない。何

らの足跡も残さないで、自分達だけが助け合って

隆々 と栄えて、やがてこの世を去っていく 。その

ようなエゴイズムの団体は永続性がないだろう 。

自分は、二度とない人生を、そのようなエゴイズ

ムの世界におくことはできない』

と言って入会を断ったのであります。これを聞いて、

痛く反省したのがポール・ハリスでありました。

『Carterの言うとおりだ。クラブの行き方を変えよ う』

と言って、職業人の親睦のエネルギーを世のため人

のために使おうと考えるに至ったのであります。

実は、このDonaldCarterの忠告から出てくるポー

ル・ハリスの反省が、ロータリーにおける奉仕概念の

誕生の物語でありました。と同時に、それは、 ロー

タリー拡大の系譜の始まりでもありました。何故な

ら、先程申し上げたようにロータリ ーが親睦だけの

仲良しクラブであれば、それはシカゴにだけあれば

充分であって他に作る必要はないのでありますが、



世のため人のための奉仕を目的とするクラブである

ならば、シカゴだけでなく 全米の地域社会にあって

然るべきものだと謂う ロータリー拡大の理念が出て

くるからであります。

要するに、 1906年以前にはロータリーに奉仕とい

う考え方はありませんでした。ただ、職業人の淋し

さ、心の渇きを癒すためにロータリー・クラブを作っ

たに過ぎなかったのであります。それは親睦と相互

扶助の世界でありました。

したがって、 1906年春に至って、 DonaldCarterの

外部的な刺激により、初めてロータリーの世界に 『我

らの親睦のエネルギーを世のため人のために』とい

う奉仕の考え方が出てきたわけであります。

そして、 1907年、アーサー・フレデリ ック・シェル

ドンによって原理的にロータリーの奉仕概念が開発・

完成されて、親睦だけのロータリーが親睦と奉仕の

ロータリーヘと変化したのであります。

そして、 1908年以降、サンフランシスコ ・クラブ

を初め次々にロータリーの拡大が始まり、 1910年、

当時全米に存在した16クラブをもって全米ロータリ

ー・クラブ連合会が設立されました。

そして、 1915年、サンフランシスコ国際大会にお

いて「全分野の職業人を対象とするロータリー倫理

訓」所謂「ロータリー道徳律」を採択し、 1919年、

ソルトレイクシティ国際大会において国際奉仕の概

念を開発して更に、 1921年、エディンバラ国際大会

において国際奉仕の概念を完成しました。

そして1922年、ロサンゼルス国際大会において

「RIの定款細則及び標準クラブ定款」を採択、 その翌

年の1923年、セントルイス国際大会において奉仕の

実践に関する決議23-34号を採択したのであります。

このようにして、ロータリーは、 1923年までの18

年間に立て続けに原理・原則を開発していったのであ

ります。

ところで、初期ロータリーのこの原理開発の過程

を分析しますと、原理体系の核となる三つの柱を見

取ることが出来ます。

第1の柱は、ロータリアンの個人倫理の確立の場面

であり、 ロータリー運動の中核をなす部分でありま

す。即ち、 1915年のサンフランシスコ国際大会にお

いて、 【全分野の職業人を対象とするロータリー倫理

訓】所謂【ロータリー道徳律】を採択し、ロータリ

アンの個人倫理を確立しました。これは、ロータリ

ーの奉仕をロータリアンの個人倫理の問題として集

大成したものであり、まさにロータリーの倫理運動

としてのハイライトでありました。

第2の柱は、ロータリーを運動体として構成する定

款細則論の場面即ち、ロータリ ーの組織原理の確立

の場面であります。即ち、優秀なロータリー思想を

慕って沢山の人達が集まってきましても、そのまま

では烏合の衆にすぎません。これを合理的に管理す

る原則が必要なのであります。そこで、ロータリー

は、 1922年、ロサンゼルスの国際大会の決議により、

「国際ロータリーの定款・細則」及び「標準クラブ定

款」を採択し、ロータリーの組織原理を確立しまし

た。これはロータリーの組織を運動体の側面から集

大成したものであります。

このように、ロータリーの本質を分析する場合に

は、 一つは、 ロータリー思想の中心から眺めること

によって個人倫理の要素を分析することであり、一

つは、 ロータリーを運動体として分析することであ

りまして、この二つのルートから分析することによ

ってロータリーの本質は解ったのでありますが、実

は、その当時のロータリーが原理形成の過程で最後

に一つだけ残した課題は、奉仕の実践の問題をどの

ように処理するかということでありました。

そこで、第3の柱として、 1923年、セントルイス

国際大会の決議により奉仕の実践に関する 『決議

23-34号』を採択し、実践原理を確立したのであり

ます。これは、実践の視点からするロータリー思想

の集大成でありました。

このようにして、ロータリーは、原理のロータリ

ーから実践のロータリーヘと一歩を踏み出したので

あり、ロータリーの奉仕哲学上残されていた最後の

課題は実践の問題であったのであります。

このことについてポール・ハリスPaulP. Harrisは、

1934年の著書 【ThisRotarian Age】の中で 『我々 は、

言うべきことは全て言い尽くした。しかし、為すべ

きことは未だ何一つ為されていない。これからは実

践のロータリーに邁進しよう』と謂っているのであ

ります。

ただ、このようにして原理の体系は確立しました

が、この確立された原理を具体的に如何に実践する

べきか、については未だ何も決まっていなかったの

であります。そこでロータリーは4年間沈黙思考した

結果、 1927年、 国際ロータリー理事会によって四大

奉仕の概念を開発するに至るのであります。

このようにして、ロータリーの世界に職業奉仕を

はじめ四大奉仕の概念が現れたのは1927年、ロータ

リー設立後22年経ってからのことでありました。

以上、申し述べましたことから、この話の冒頭に

初期ロータリーを1905年から 1927年までの期間に
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区切ったことの意味がお解りいただけたかと思いま

す。

ところで、 今まで申し上げたことは、 1927年まで

の諸々の制度の簡単な概説にすぎませんが、これら

の全てにわたってお話しすることは時間の関係で到

底出来ません。そこで、論点を二つに絞ります。

一つは、 1905年からのロータリー・クラブの濫腸

に関すること、

一つは、奉仕の実践に関する決議23-34号に関す

ることであります。

さて、ここで話を1905年時点に戻します。

先ず、ロータリーは「始めに親睦ありき」。親睦か

ら始まったロータリーが地域社会に拡大されていっ

た過程を今一度、詳しく現象として眺めてみたいの

であります。

さて1905年2月23日、 一業種ー会員制を柱とする

職業人の社交クラブの第一回目の会合がシカゴの町

のNorthDearborn街のUnityBuildの711号室で開かれ

ました。そこで、ポール・ハリスは鉱山技師Gustavus

Loehr、洋服屋のHiramShorey、石炭商のSylvester

Shieleと4人で話し合ったのであります。

ポール・ハリスは、お互いに仲良くなって親類付き

合いをして、互いに助け合う職業人のクラブを作ろ

う、そのためには、一職種から 1人だけ会員を採るよ

うにして同業者を排除すれば、職業人同士でも親類

付き合いが出来るということを提唱しました。そし

て、 4人はその原理を確認したのであります。

そして、第2回目の会合までに新たに2名の会員が

入会しました。一人は印刷業のHarryRuggles、他の

一人は不動産業者のWilliamJensonであります。

この2回目の会合までに参加した6名の会員は、

Pioneer Veteranと謂って別格のロータリアン扱いに

される傾向がありますが、この中にも、優れた人も

居たがそうでもない人も居たのであり、これは人間

だから当然のことであります。

そこで、以下、簡単にその人物像に触れておきます。

1. Gustavus Loehr 職業分類は鉱山技師。第1回

目の会合に事務所を提供しました。鉱山技師は不

安定な業界でありますから、或る日、突然破産し

て、自殺によってこの世を去ったために、かなり

骨のある職業人であったと言われていますが、彼

の功績は何一つとして初期ロータリー発展の記録

の中に残されていないのであります。

2. Sylvester Shiele 職業分類は石炭商。シカゴ

ロータリー・クラブの初代会長。
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第3回目の会合に事務所を提供しました。大変世話

好きな職業人でありまして、終生、ロータリー運

動の発展について深い関らを持ち、ポール・ハリス

の良き相談相手でありました。墓も並んで立って

います。

3. Hiram Shorey 職業分類は洋服商。非常に打

算的な人であったと言われています。会員が増え

れば、洋服は全部自分のところで作れるとなると

商売もうまくいく、というように何時も算盤を弾

いていたと言われています。したがって、あまり

大したロータリアンではありませんでした。

4. William Jenson 職業分類は不動産業者。第2

回目の会合から参加しました。

1907年のシカゴ・クラブの幹事でありましたが、

シカゴ・クラブでは、その頃から奉仕派と親睦派と

の紛争が起こったためシカゴ・クラブに嫌気がさし

てロータリー・クラブを退会しましたので、この人

もあまり大したロータリアンではなかったと謂え

ます。

5. Harry Ruggles 職業分類は印刷業者。ロータ

リー・クラブに5番目に入会したので第5ロータリ

アンとも呼ばれています。この人は、 CharlesA. 

Newton、Dr.William R. Neffと共に初期のシカゴ

クラブの管理権を握った親睦派の大立者でありま

して、終生、ポール・ハリスの政敵でありました。

所謂、パイオニア・ヴェテラン6名の中で大学を

出たのはポール・ハリスとこのHarryRugglesの二人

だけでありまして、彼は一見、杓子定規な融通の

きかない男でありましたが、クラブ親睦を守るた

めに、ロータリーソングの慣例を作り出したこと

で有名であります。ロータリーのバッジ（エンブ

レム）も作っており、立派なロータリアンであり

ました。

彼は若くして苦学をして、 NorthWestern大学の

夜学に入り、生活費を得るために印刷工場で働き

ましたが、この社長から見込まれてその会社の持

ち株を半分譲り渡され、経営者たる地位に就きま

した。

その後、その社長が年老いて引退する時に社長

の持っている残存株を全部買い取ってその印刷工

場の社長になったのであります。

Harry Rugglesは大変長生きをして、カリフォル

ニアに別荘を造り、カリフォルニアのロータリー・

クラブの会員になり、初期ロータリアンの中で、

これ位クラブライフを楽しんだ人は居ない、と言

われるくらい立派なロータリアンでありました。



彼には、色々のエピソードがありますが、時間

の関係で割愛します。

以上がパイオニア・ヴェテラン6名のプロフィール

であります。

次に、 1905年3月9日、第2回目の会合はポール・

ハリスの弁護士事務所で開かれました。この時は【職

場持ち回りの原則】を決めています。その趣旨は、

我々は一職種から 1人だけ参加して、お互いに心を通

わせ理解し合おうということであるから、職場を中

心に例会を開こうということでありました。

ただ、しかし、この原則は、ロータリーの初期の

慣行の中では比較的早く維持できなくなりました。

先ず第一に、会員が増えますから、職場では会場と

しては、手狭になってきます。

更に、第6回目の会合が開かれたときに、 3回目の

会合から参加したCharlesA. Newtonが食事をしてい

たために例会に遅刻しました。その事が契機となっ

て、例会で食事を共にしようということになり、レ

ストラン持ち回りとなりました。したがって、職場

持ち回りの原則は、 CharlesA. Newtonの出来事があ

ってから、いち早く修正されてしまったのでありま

す。

そこで、第3回目の会合までに参加した会員は3名

であります。

1. Charles A. Newton 職業分類は損害保険の代理

業者。この人は、 HarryRuggles、Dr.William R. 

Neffと共に初期シカゴクラブの親睦派の大黒柱で

あったと同時に、初期ロータリーの慣例を悉く記

憶していたと謂います。この故に、初期ロータリ

ーの【稗田の阿礼】と言われていました。判らな

いことは、 CharlesA. Newtonに聞けば凡そ正しい

ことは覚えていたと謂います。

彼は、 1923年度のシカゴ・クラブの会長職を務

めましたが、その時に、何時までも人間の記憶に

だけ頼っていてはいけないというので、シカゴ・ク

ラブの歴史編纂事業に手を付け、歴史委員会

History Committeeを作りました。ロータリアンが、

歴史付くのは1924年以降のことでありますから、

Charles A. Newtonは、今日のロータリーの軌跡を

勉強するについて、その出発点になった大ロータ

リアンであったことが判るのであります。

なお、 CharlesA. Newtonは、損害保険の代理業

者でありましたから、一業ー会員制の原則によっ

て、シカゴ・クラブに入会できなかった同業者の

Melvin johnsがbusinessCircleというクラブに入会

し、後に至って1917年ライオンズ国際協会を設立

するに至るという因縁を持っているのであります。

2. Albert White 職業分類はオルガン製造業者。

シカゴ・クラブの第2代会長であり、この人の会長

の時に、有名なDonaldCarterの物語が起こったの

であります。

3. Arthur Irwin 職業分類は洗濯業者。この人も、

ポール・ハリスが奉仕を提唱したときに、ポール・

ハリスの懐刀となって、いつもポール・ハリスの側

にいたと謂われています。

このように、第3回目の会合までに入会した3名は、

皆立派なロータリアンでありました。

そして、 1905年3月23日、第3回目の会合が

Sylvester ShieleのCoalYard石炭置場で開かれました。

参加人員9名。ポール・ハリスは、会員9名というの

は社交クラブの会員数としては何としても少ない。

そこで、もう一回会合を持って更に会員の増強を計

るべきか、或いは、取り敢えず9名で出発して、その

あとで会員を増強したほうがいいのか、という政策

判断に迫られます。

そこで結局、彼は、 『今や機は熟したので、役員の

任命を行うべきである』という提案をしたのであり

ます。

この会合が、法律的に見れば創立総会に当たりま

す。何故なら、クラブ役員の任命、クラブ名称の決定、

会員資格に関する原則等が決定されているからであ

ります。

① 役員の任命

会長については、ポール・ハリスが自薦をしてもよ

かったのでありますが、彼は、この種の運動が成功

するためには互譲の精神が大切であると考えて、自

分は一歩譲ったのであります。そして、 Sylvester

Shieleが世話好きな男で指導者としてふさわしい男で

ありましたので、このよき日よき場所を記念する意

味において、ここの経営者であるSylvesterShieleを初

代会長にしようとポール・ハリスが提案したのであり

ます。その結果、

初代会長SylvesterShiele、記録担当幹事Hiram

Shorey、通信担当幹事WilliamJenson、会計Harry

Rugglesが選任されたのであります。

SAA・ Sergeant At Armsは、現在はクラブ役員であ

りますが、この当時は未だ存在しません。これは

1906年になって正式の職制として登場します。

② Initiation Speech 

Sylvester Shieleは、この日を記念して【石炭業界の
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展望に就いて】というスピーチをしているのであり

ますが、これが、実は、ロータリーの慣例の中にお

けるInitiationSpeech第1号であります。この当時は、

未だ奉仕という概念はありませんでしたが、ロータ

リー運動の中におけるInitiationSpeechの位閥づけを

正しく示していると謂えるのであります。

本来、 InitiationSpeechというものは、 会員が職業

分類によって示された自分の職業を営むに当たって、

どのような職業観を形成するに至ったかと謂うこと

を同僚の会員に対して開陳するものであります。こ

れは、ロータリー・クラブが職業人のクラブであり、

職業分類クラブ (ClassificationClub)であることの

当然の帰結なのであります。

『自分は、今まで斯く斯く職業を営んで来て、今般、

ロータリー・クラブに入会させて貰ったが、その職業

を営むについては、斯く斯くの職業観・経営哲学を持

っている。至らないところは教えて頂きたい。これ

から仲良くお付き合いを願いたい』という趣旨のこ

とだけでよいのであります。

現在のInitiationSpeechというのは、新入会員が、

長々と自分の履歴を喋って居るのが通例であります

が、ロータリー・クラブが職業分類クラブの性格を持

っていることを考えますと、これは、肝心なところ

を忘れているものと謂わなければなりません。

③ 会員資格に関する原則

「4回連続して欠席したる者は自動的に会員資格を

喪失すべきものと定む」という原則が、この会合の

議事録に載っています。この原則は、ロータリー運

動の創立総会の場で、既に原則化されていたわけで

あります。

④ クラブ名称の決定

これは、会員の共通の関心事でありました。とこ

ろが、ポール・ハリスが、皆のクラブだから名称の決

定は全員一致で決定しようと提案したため、結論が

出なくなってしまったのであります。何故ならば、

全員一致の決定というのは、神様の世界の出来事か、

或いは、人間の世界であれば、余程不真面目な人間

の集まりでなければ、望むべくもないことなのであ

ります。

では、どのような名称が提案されたのか。

Conspirator's Clubこれはポール・ハリスの提案であり

ましたが、共犯者という意味もあるのではずされま

した。ほかにはTheRoundtable Club、BoosterClub、

Chicago Circle、TheChicago Fellowship、TheLake 

Club等々 。

要するに、クラブ名の討議で議論は沸騰しました
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が、衆議ー決しないため、皆が疲れてしまって、挙

句の果てに、もう名前などはどうでもよいから議論

をやめようと言いだした時に、誰かが提案して、

『役員も、例会場も持ち回るのだから、持ち回りとい

う意味で、輪番という言菓、つまり、ロータリーと

いう 言菓を付けたらよいのではないか』と言った時

には、もう誰も反論するだけの力が残っていなかっ

たので、もうどうでもよいから、それにしようとい

うことでロータリー・クラブに決まってしまったとい

うのであります。

さて、以上のようにして、ロータリーは始まった

のでありますが、このクラブは一体、他の職業人の

団体とは、どの点が基本的に違うのか。職業人の親

睦団体ではあるが何を本質とするのか？

要するに、これは2週間に1回皆が集まって、互い

に親類付き合いをする団体であるとは謂えますが、

では、親類付き合いの具体的な内容は一体何か？

このクラブには、同業者は一人も居ないのであり

ますから、皆で助け合うということもその点から考

えて行かねばなりません。そこで、

第1に、物を買うときには会員から買うこと。そし

て、注文を受けた会員は、親類から注文を受けたの

だから利益を計上せずに原価の取引をすること。

そして、例会と例会との間で、誰と誰とがどのよ

うな取引をしたかということを記録する役職を設け、

これを統計係幹事Statisticianと呼んだのであります。

勿論、この原価の取引には色々と問題がありまし

た。殊に、弁護士の報酬やお坊さんのお布施の原価

は一体いくらなのかなど、専門職業Professionの側

に問題があります。そこで、このような諸々の問題

に対して、ポール・ハリスは、 『あまり細かいことを

採り上げても結論は出ないだろうから、 一つその精

神で行こうよ』という形でこの問題を乗り切ったの

であります。これは、教条主義にならない、とうい

う意味では、ロータリーの原則を理解するには大変

よいことでありました。そして、

第2に、お互いの職業を官伝し合うこと。

例会と例会との間で、地域社会の人から職業上の

相談を受けた場合、例えば、誰かよい弁護士を紹介

してくれないかと頼まれたら、ポール・ハリスを紹介

するというように、皆で会員の職業を宣伝し合った

のであります。

以上の二つのことをして、次の例会でそのことを

報告させたのであります。このようにして、やがて

心が通い合うようになりますと、



第3に、精神的に助け合うことになりました。

会員が、自分の企業経営上の悩みとか、家庭の悩

みとかをクラブに持ち寄って、三人寄れば文殊の知

恵というように、皆で衆知を集めて解決して行った

のであります。この企業経営の助け合い運動の中か

ら、 1927年、職業奉仕という類稀なる概念が誕生す

るに至るのであります。

この企業経営の助け合いということは、つまり経

営相談でありますが、ロータリー・クラブには同業者

が居ませんから、皆発想が異なります。その意味で

は、ロータリー・クラブは、地域社会における優秀な

顧問団という一面を持っていると謂えるのでありま

す。

実は、ロータリーの本質は、発想の交換Exchange

of Ideaであるという基本的な考え方があります。古

いロータリーの綱領の中には、この発想の交換

Exchange of Ideaという言葉が記されていたのであり

ます。

ところが、 1922年にこの言菓が削除されています。

それは一体何故か？

それは、あまりに当然なことであるので、書いて

おく必要がないと考えたからであります。というこ

とは発想の交換Exchangeof Ideaというものは、ごく

自然に行われることであってそれが奉仕のエネルギ

ーになる、という自覚が1922年までにはロータリア

ンの心の中に出来上がっていたわけであります。

Exchange ofldea＝精神的相互扶助。これがやがて

20年余りの後にロータリー的意味での奉仕概念に転

化して行くのであります。したがって、 1927年に誕

生した職業奉仕の概念は、突如として、無から有を

生じたのではなく、職業奉仕という言葉が生まれる

前に、職業奉仕という実体に対応する柔軟な思考が

あり、それに基づく実践もあったわけであります。

職業奉仕という言葉だけが無かったに過ぎないので

あります。また、職業奉仕に限らず、社会奉仕につ

いても発想の交換Exchangeof Ideaが奉仕のエネルギ

ー源になっていたのであります。

そして、第4に、会員の増強であります。

ロータリアンは、会員を勧誘するときに何をSales

pointにするか、という問題があります。大学卒も殆

ど居ないし金持ちも居ない、何時倒産するか判らな

い零細企業の経営者達が社交クラブを作ったからと

いって、魅力がなければ誰も入会しないだろう。で

は、何をSalespointにすればいいのか？そこで、

『我々は、嘘をつかない誠実な人間である。この誠実

な人間だけが、このクラブライフの功徳を受けるこ

とが出来る』

このような説得の方法があるということを確認し

たのであります。

このようにして、 1. 同業者は入会できない。

2. 誠実な人間しか人会できない。この二つの原則

によって、ロータリーは始まり、会員の増強を図っ

て、お互いに助け合いながら楽しく 1年余の歳月が経

過したのであります。それは将に、親睦とお互いの

助け合いだけの仲良しクラブでありました。

ところが 1906年4月、先程申し上げたように

Donald Carterの物語が起こったのであります。この

Donald Carterの外部的な刺激によって、親睦と助け

合いの世界に 『我らの親睦のエネルギーを世のため

人のために』という奉仕概念が出てきたわけであり

ます。

これは、それまでのロータリーからすると全く異

質の要素でありました。何故なら、クラブの親睦と

相互扶助のエネルギーは、すべて会員同士のもので

あって、クラブの内に向けられたものでありますが、

世のため人のためという奉仕のエネルギーは、クラ

ブの外に向けられたものでありますから、エネルギ

ーの方向が全く異なるからであります。したがって、

1905年時点の考え方に立つHarryRugglesやCharles

A Newtonなどは、世のため人のための奉仕という考

え方を一切認めませんでした。

『クラブというものは、自分達だけの幸せを考えれ

ばよい。もともとそうであったし、これからもそう

であるべきである』という強い信念を持っていまし

た。

しかし、ポール・ハリスはDonaldCarterの忠告を受

けて、今までのロータリーは、会員相互の幸せを考

えたが、これからのロータリーは世のため人のため

のことを考えなければならない、と考えたのであり

ます。

この結果、ロータリー・クラブの 1綱領が改正 Iされ

ました。

従来の綱領は、第1項は親睦、第2項は相互扶助で

ありましたが、これに第3項として、シカゴ市の利益

を推進し、その市民の中に市民としての誇りと忠誠

の誠心を普及すること、を加えました。

そこで、彼は、このロータリーを新しい方向にリ

ード出来るのはロータリーの生みの親である自分を

おいて他にないと自覚しまして、 1907年度のクラブ

会長に自薦して就任したのであります。

ポール・ハリスが第3代目の会長になった理由は、

1. 理念の提唱 クラブの中で世のため人のための
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奉仕理念を提唱すること。

2. ロータリーの拡大 即ち、奉仕理念を提唱する

拠点としてのロータリー・クラブを全米の諸都市

に作っていくこと。したがって、 奉仕理念の提

唱とロータリーの拡大とは表裏一体の関係にあ

るのであります。

そこで彼は、会長席を借りて、人が変わったよう

に奉仕理念を提唱したために、クラブ親睦を著しく

壊してしまったのであります。

一方、 DonaldCarterは、ロータリー・クラブが彼

の意見を入れて綱領を改正することを聞いて喜んで

入会しました。そして、ポール・ハリスの片腕として

動きました。

つまり、 第3代目会長ポール・ハリスが、 Donald

Carterの提案をクラブの事業計画の中に取り入れた

わけであります。

ところで、ポール・ハリスが会長になったシカゴ・

クラブは、従来の親睦と柑互扶助の世界に奉仕とい

う全く異質なものが入って来たために親睦が崩壊し

てクラブは荒れに荒れるわけであります。当然のこ

とながら会員の出席率も低下しました。

この状況を見て、 当時の初代の親睦委員長であっ

たDr.William R. Neffは、 『この状態があと一月続けば、

このクラブも終わりだ。親睦委員長として、何とか

この状況を打開する手を打たなければならない』と

考えました。

その結果、 HarryRugglesに対して、クラブの雰囲

気が奉仕の話でおかしくなった時には歌を唄ってほ

しいと要請したのであります。

Harry Rugglesもこの要請に応じて、クラブの雰囲

気が冷たくなると 『諸君、歌を唄おう』‘‘Hell,fellows

Let's sing!’'と言って歌唱指導をしました。

これが実は、ロータリーソングの慣例の始まりで

ありました。初期のロータリアンは、歌を唄うこと

により童心と友情を取戻し、奉仕の議論から解放さ

れて、心と心を通わせることに成功したのでありま

す。

しかし、 当時のシカゴ・クラブでは、 HarryRuggles 

が歌によって親睦を盛り返すと、 一方で、ポール・ハ

リスが奉仕の議論によって水を差す、という状況で

ありましたから、ポール・ハリスの目的など実現でき

る筈がありません。瞬く間に1年の歳月が流れて、ポ

ール・ハリスの任期が満了します。この時、ポール・

ハリスは、大きな過ちを犯しました。それは会長の

留任でありました。

皆の心が冷え切った状況の中でポール・ハリスは留
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任しましたが、結局、ポール・ハリスは、会員の信頼

を失って、 1908年中頃に至り、会長職を投げ打つと

いう悲惨な出来事となって事態に決着が付けられる

ことになります。

ところで、 1908年、ロータリー運動に頂要な役割

を果たした二人の大立者が入会します。一人はアー

サー・フレデリック・シェルドンであり、一人は

Chesley R. Perryであります。この二人はシカゴ・クラ

ブに同時に入会したと謂われています。

1. Arthur Frederic Sheldon 

ミシガン大学の経営学部を卒業して、ミシガン

学派の経営理論を完全にマスターしていた経営哲

学者。当時38歳。20世紀初頭のミシガン学派の経

営理論というのは、 今日のドラッカーの経営学に

近いものでありました。

ドラッカーの経営学というのは、企業経営を仏

教的な意味における因縁論で割り切ります。即ち、

企業組織は、資本家、経営者、従業員などの色々

な人的因縁によって構成されますが、それらの人

達が新たな因縁によって企業活動を行い、その因

縁の結果として一定の利潤を得ることが出来ます。

したがって、その得た利益を分配するに際して

は、その結果＝利益を生み出した全ての因縁を逆

算して、その原因の所に利益を配分するという理

論であります。全ての原因の所に利潤を配分する

のでありますから、利益は資本家だけがとると謂

うことにはならない。顧客にも利益を還元すると

いう形になります。この意味では、企業経営は同

時に「社会的責任」、所謂「企業の公共性」を自覚

したことになり得るのであります。

シェルドンは、この中で販売学という学問を開

発した秀オでありました。このシェルドンの理論

がロータリーにおける職業奉仕の開発に繋がるの

であります。したがって、職業奉仕というのは、

後に至ってドラッカーの経営学になったような思

考を、もっと根源的な形でロータリーが親睦＝奉

仕、職業＝奉仕という思考の中核部分に取り入れ

たものだと考えてよいと思うのであります。その

作業をしたのがシェルドンでありました。

2. Chesley R. Pe汀y

この人は、後に国際ロータリーの組織を作った

人であります。ポール・ハリスは、彼をロータリー

のビルダーであると評したほど、彼は国際ロータ

リーの事務総長を32年間に亘って勤め上げた偉大

なる組織管理者でありました。彼は、高校卒では



ありますが、米西戦争では士官としてメキシコへ

従軍して、用兵の術に秀でていたと謂われていま

す。

ところで、ポール・ハリスの立場から見て、シェル

ドンの経営哲学の理論は、将にロータリーの奉仕を

世のため人のためにという理論と一致します。

そこで、時のシカゴ・クラブの会長ポール・ハリス

は、 1908年、子クラブを作る作業をクラブの組織活

動の中に取り込みました。これが有名な「官伝拡大

委員会」Publicityand Extention Committeeでありま

す。

宣伝というのは、 CMではなくて、ロータリー思想

を普及すること、即ち、ロータリー・クラブを作り、

それを拠点としてロータリー思想を普及せしめるこ

と、これがPublicityであります。ポール・ハリスは、

初代の宣伝拡大委員長に迷うことなくシェルドンを

任命したのであります。

シェルドンは、これを大変光栄に思いまして、大

陸横断鉄道はあったが交通機関が未だ発達していな

い当時でありましたが、子クラブを作る仕事につい

て色々な基礎作業を組み、 2週間毎にその経過報告を

したのであります。

ただ、彼は、例会時間が経過してもその報告を止

めませんでしたので、クラブの親睦を著しく損ない、

会員の反発を買うに至ったのであります。

そこで、急遠、例会を臨時総会に切り替え、 宣伝

拡大委員長解任の動議が提出されるに至ったのであ

ります。

これは、親睦団体にとっては由々しきことであ り

まして、会長がこれに対して僅かに抵抗できるのは、

提案そのものに就いての賛否を問う所謂セコンド

secondをすることだけであります。

そこで、ポール・ハリスがこの提案の賛否を問うた

ところ、当然のことながらセコンドがありました。

そこで、提案の内容について賛成・反対の意見が述べ

られたあと表決をしたところ、圧倒的多数で原案指

示、つまり、シェルドンは、 宣伝拡大委員長の職を

解任せられるに至ったのであります。

これは親睦団体としては革命的な出来事であり、

ポール・ハリスはこの事態を見て、健康を理由に会長

職を任期途中で辞任するに至ったのであります。

この革命的事件によって、シカゴ・クラブの管理権

が奉仕派から親睦派に移ってしまいました。シカゴ・

クラブは、最初は親睦だけでうまく行っていました。

Harry Ruggles、CharlesA. Newton、Dr.William R. 

Neff、そしてポール・ハリスがこの中心にありました。

ところが、 DonaldCarterの忠告によってポール・ハ

リスが、 『親睦のエネルギーを世のため人のために』

と動き出し、これにシェルドンがくつつくようにな

って大喧嘩。そして、この二人が役職から排除せら

れるという革命的事件となって親睦派の勝利となり

ました。そして、奉仕派は、やがて全米ロータリー・

クラブ連合会へ居所を移すことになるわけでありま

す。

革命的事態は収拾しなければなりませんが、その

中心人物は、 HarryRuggles、CharlesA. Newton、Dr.

William R. Neff、の三人、所謂親睦派の御三家であり

ます。

そこで、会長の後任者として、彼等は、歌によっ

てクラブ親睦を盛り上げたHarryRugglesを選びまし

た。

そして、宣伝拡大委員長の後任者としては、Chesley

R. Perryを選びました。但し、彼らはその選任に際し

てChesleyR. Perryに因果を含めました。即ち、

『このクラブが紛糾するのは、シェルドンが奉仕、

奉仕と言って子クラブ作りをやりすぎたからである。

したがって、クラブ親睦を崩さない程度にして欲し

い。その代り、 HarryRugglesの会長が終わったら

1910年度の会長に推薦するから、それを一つ楽しみ

にして、出来るだけ不真面目に且つ一生懸命に宣伝

拡大の仕事をして欲しい』と、このように因果を含

めたわけであります。

ところが、ポール・ハリスがこのことを聞いて、そ

の夜、 ChesleyR. Perryに電話をかけました。ポール・

ハリスの晩年の追想録によれば、

『長時間にわたって、色々意見を交換したが、二人

の間で何を話し、彼がどのように答えたかは、一切

記憶の中にない。ただ、話が終わって受話器を置い

たときには、 ChesleyR. Perryが私の心を十二分に汲

み取ってくれていたことを私は確信していたのであ

る』となっています。

要するに、ポール・ハリスの説得によってChesley

R. Perryがひっくり返ったということであります。

そこで、蓋を開けてみると、 ChesleyR. Perryは、

シェルドンと全く同じことを繰り返しましたので、

シカゴ・クラブの親睦は、またまた崩れ去りました。

しかし、 ChesleyR. Perryは、偉大な組織管理者で

ありましたから、悪戦苦闘しながらも子クラブを作

って行ったのであります。

先ず1908年にクラブNo.2のサンフランシスコロー
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タリー・クラブ。そして1909年には、オークランド、

ロサンゼルス、シアトル、ニューヨーク、ボストン

というように作って行って、 1910年には、 15の子ク

ラブが出来上がっていたのであります。

しかも、 ChesleyR. Perryの偉いところは、ただ単

に子クラブを作っただけではありません。作りなが

らもシカゴのクラブは荒れに荒れます。それを見な

がら彼は解決の道を模索したのであります。即ち、

1. 先ず、ロータリー運動にとってクラブ親睦は絶

対に必要か。答えは明らかにイエスであります。

しかし、それでは奉仕理念を提唱し、子クラブを

作ることはできません。

2. では、ロータリー運動にとって、奉仕理念を提

唱し子クラブを作ることは、どうしても必要か。

これも答えは明らかにイエスであります。しかし、

そのことによって、クラブ親睦は崩れ去ります。

この一方を立てれば他方が立たない、という相

矛盾する要請を両立させる組織を作らなければな

らないと考えた結果、 ChesleyR. Perryは、 1909年

の末頃に一つの発想を得ました。それが国蓋凪員

面蘇翫ぁりました。

その構想というのは、シカゴ・クラブで奉仕理念

を提唱すれば、クラブ親睦が崩れます。しかも、

シカゴ・クラブが子クラブを作るということは、ク

ラブにとっては荷が重い仕事であり、結局、親睦

も崩れて行きます。したがって、この二つの仕事

は、ロータリー・クラブとは別枠の団体を作って、

その団体に委託すれば、クラブの親睦を崩すこと

なく、奉仕理念の提唱も出来るわけであります。

そこで、既にシカゴ・クラブを含めて 16のクラ

ブが作られていましたから、これら 16のクラブが

連合体を作って、その団体に、奉仕理念の提唱と

ロータリーの拡大という二つの仕事を委託すれば

よい。そして、各クラブは、この連合体の活動に

協力しながら、それぞれの自主独立性を保って親

睦を守って行く、という見事な図式を作ったのが

1910年のことでありました。

このようにして全米ロータリー・クラブ連合会が

成立したのであります。

なお、 1911年に至って、この二つの仕事の他に、

連合組織体に適した仕事として

3. 情報の媒介という仕事を付け加えています。

そして、この団体が1912年に国際ロータリー連

合会と名称を変え、更に1922年に現在の国際ロー

タリー即ち、 RIとなったのであります。

■ Governor's Monthly Letter 

ところで、全米ロータリー・クラブ連合会初代会長

を選任するについては、皆、心の中ではポール・ハリ

スを選任すべきだとは思いながらも、 1907年からク

ラブ親睦を踏みにじった経緯がありますから、何時

まで経っても決議が出来ませんでした。しかし、時

の会長A.M. Ramseyは、もうこれ以上待たせるわけ

にはいかないとして、彼一流の雄弁をもって会員を

説得し、ポール・ハリスを全米ロータリー・クラブ連

合会の初代会長に選出する決議を取り付けました。

その論法は、どのようなものかと言いますと、

① 先ず、シカゴ・クラブが全米ロータリー・クラブ

連合会において名誉ある指導的地位を持つべき

であること。

② その会長としては、ロータリーの理想を推進す

るという目的から最適任者を選任すべきである

こと。

③ 誰が会長になるか、ということよりも、どのよ

うな理想を達成すべきか、ということが大切で

ある。

要するに、人ではなく、ロータリーが大切である。

したがって、ポール・ハリスを選ぶべきだ、という論

法でありました。

結局、ポール・ハリスが全米ロータリー・クラブ連

合会初代会長に選ばれたのではありますが、あまり

に審議が遅れたために、会長任期の残存期間が少な

くなってしまいました。

そこで、これではあまりに気の毒だというので、

もう一度、 1911年からの会長職を務めることになっ

たのであります。

ところで、ポール・ハリスは、会長として温かく迎

えられて反省しました。

自分の考え方の誤りは何処か？

ポール・ハリスは、 1907年から親睦団体であるク

ラブに奉仕の概念を入れよとしました。この時の彼

の考え方は、 『始めに親睦ありき』、その上に高次の

概念としての 『奉仕』が出てきたのだから、それが

親睦と相容れない時には、親睦を抑えて奉仕が生き

るべきだという立場をとりました。

その結果、当然のことながら、親睦が崩壊してし

まいました。そこで、ポール・ハリスは、ロータリー

における親睦と奉仕とを上下の関係において捉えた

ことの誤りに気づきました。

『親睦と奉仕とを同じレベルの概念として捉えるべ

きであった。この両者は、ロータリー・クラブという

社会制度において表裏一体の関係にある。いずれを

優先させてもいけない。したがって、親睦と奉仕の



調和の中にロータリーが宿る』と悟ったのであ りま

す。

ポール・ハリスは、その気持ちを全米のロータリア

ンに訴えるべく論文を書きました。これが有名な論

文“RatioinalRotarianism”であります。

これは、合理的な立場から考えると、ロータリー

の思考というものは、どのような特徴を持ったもの

なのか、ということを解説したものであります。

ポール・ハリスは、 1910年、全米ロータリー・クラ

ブ連合会の初代会長に選任された時から稿を起こし、

脱稿したのが11月でありました。

ただ、当時は、未だ機関誌がなかったので、これ

を発表する場がありませんでした。そこで、チェス

レー・ペリーに相談したところ、チェスレー・ペリー

は喜んで、彼が編集委員長になって出来上がったの

が、 “TheNational Rotarian'’でありました。この機関

誌は、やがてロータリーが国際的に発展するにおよ

びNationalがとれて現在の“TheRotarian’'となったの

であります。

これが、この論文を巻頭論文としたロータリーの

公的機関誌創刊号発刊の物語であります。時に、

1911年1月26日のことでありました。

ところで、 ‘‘RatioinalRotarianism”においてポー

ル・ハリス曰く

『自分は、 ロータリーの創立者として、神様の思し

召しにより、一段と高いところに登ることを許され、

ロータリーとは何かを問われれば、自分は躊躇する

ことなく、【寛容】(toleration)と答えるであろう』

これがポール・ハリスのロータリー理論であって、

ロータリー＝寛容論であります。したがって、彼は

『ロータリーは、親睦と奉仕との調和の中に宿る』と

説いたわけであります。

「ロータリーとは、寛容である。親睦も大切だが、

奉仕も大切。奉仕も大切だが、親睦も大切。寛容な

心を持つこと。自分の考え方を人に押しつけてはな

らない。このような思考の世界の中にロータリーは

ある。」

これがポール・ハリスのロータリー論でありました。

以上、申し述べましたところが本日の第一の論点

であります。

次に、第二の論点に移ります。

さて、ポール・ハリスやシェルドンによって、伝統

的な理論が確立される最中にあって、 1910年以降、

ロータリーには、また別のある種の胎動があり、そ

の胎動と伝統的理論派との葛藤の中から、 1923年、

セントルイスの国際大会においてロータリーの般若

心経とも謂うべき決議23-34号が採択されるに至る

のであります。

その胎動とは一体何か？

それは、 1910年当時、全米に彰拝として起こって

いた身体障害者養護学校が存在していなかったため

に身体障害者の教育の機会が奪われているというの

で、この制度の欠陥を是正しようという民間の善意

の運動でありました。

そこで、一部のロータリー・クラブが、これに対し

て、クラブの財源を使って身体障害者養護学校を作

り上げて行ったのであります。

さて、この運動の最中にあって、一頭地優れてい

たのが、オハイオ州エリリアロータリー・クラブの

Edger Allen通称“DaddyAllen'’でありました。

1917年、彼は、この身体障害者養護学校設立の運

動にエリリアロータリー・クラブの財源を使って加わ

りました。

この時、彼が偉かったは、この種類の運動という

ものは、アメリカに彰拝として起こっているが、先

例に乏しいので、アメリカの何処かの地方にこの種

類の学校を建てるときに、

1. 用地の取得はどのようにすればよいのか。

2. 建築費は、どのようにして集めたらよいのか。

3. 建物の設計は、何処に頼めばよいのか。

4. 先生の確保は、どうすればよいのか。

等々のことを先例のないところで皆が善意の力を

結集しても、エネルギーロスが多いだろうから、こ

の種類の経験を共通にプールする情報の媒介機能を

持つ団体を作っておけば、最小のエネルギーをもっ

て最大の効果を上げることが出来るだろうと考えた

のであります。

そこで彼は、身体障害者養護協会というものを設

立して、その初代の理事長に就任して一躍この運動

の頂点に立つことになりました。

ところが、出る杭は打たれる、の誓え適り、 Edger

Allenに対するロータリー側の批難攻撃が集中するに

至ったのであります。

Edger Allenは、素朴なロータリアンとして、立派

なことをしているのですが、理論武装の点からする

と弱かったのであります。

ロータリー・クラブがクラブ財源を使って身体障害

者養護学校設立の運動に携わり、これがひいてはロ

ータリーの社会的信用を高めることに大いに役立っ

ているにも拘らず、理論武装をしたロータリアン達

は、それはロータリーの本体的な奉仕ではないと主
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張します。

即ち、ロータリーの奉仕というものは、一人ひと

りのロータリアンが、例会で心を磨き、その精神を

向上させることであって、実践のことは、ロータリ

アン各自が個人奉仕として実践するのが本来である

というのであります。

奉仕の心を作れば、その反射的な効果としての物

の供給即ち、奉仕の実践は自然にもたらされるだろ

うというのであります。

したがって、クラブ財源を使う奉仕団体などは、

ロータリーにおいては、あってはならないものであ

るというのであります。

しかし、 EdgerAllenとしては、立派なことをして

いるのにこのような批難攻撃を受けるので、何とか

しなければならないとは思うのでありますが、自分

の力では何ともならないので、さて、どうしたもの

かと、彼は沈思黙考したのであります。

そして、 1922年にアイディアが浮かびました。そ

れは、自分の力で出来なければ、出来る人を探せば

よいと考えたのであります。そこで、考えついたの

が、ロータリーの始祖ポール・ハリスでありました。

1922年にEdgerAllenがポール・ハリスに宛てた手

紙が今日残されています。即ち、

『自分は、エリリアのロータリー・クラブの会員と

して、クラブの団体財源を使って、身体障害者養護

学校の設立に成功し、これがロータリーの社会的信

用を高めるについて大いに預かって力があったにも

拘らず、理論派のロータリアン達は、それはロータ

リーの本体的な奉仕ではない、と言って責めてきま

す。そこで、色々考えた結果、貴方なら、私のこの

苦しみを救ってくれるに違いないと思ってこの手紙

を差し上げている次第です』と。

これに対して、ポール・ハリスの返事が、 今日残さ

れていまして、その返事は3点より成り立っているの

であります。即ち、

『第1に、私は、貴方を責める理論が間違っている

とは思いません。

第2に、さればと言って貴方が実践している奉仕が

ロータリーに反するとも思いません。そこで、

第3に、この問題についての両説を調和させる原理

が何処かにある筈でありますから、この問題につ

いては、次の年度の国際大会の正式な議決を取り

付けることにしましょう。』

ということになっているのであります。

ところで、ポール・ハリスは、一人のロータリアン

にすぎませんから国際大会に対する提案権を持って
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いません。提案権は各クラブにあります。しかし、

彼は、国際ロータリーの名誉会長でありましたから、

国際ロータリーの理事会を動かしたに違いないと推

測されるのであります。

そこで、この問題を解決する案件が1923年のセン

トルイスの国際大会の34号議案として提案されまし

た。したがって、これについての決議を「決議23-34

号」と呼ぶのであります。

この34号議案については、ロータリーの国際大会

の歴史の中でも最も喧嘩の激しかった大会でありま

した。ロータリー分裂の危機があった、と謂われる

くらい物凄い喧嘩をしたのであります。

因みに、最も良質な討議が行われたのは、これよ

り10年前の1913年、ニューヨーク州のバッファロー

の国際大会でありました。この時は、参加者総数は

250人くらいで、 Conventionof inspilationと呼ばれ

ています。何故かと言いますと、この国際大会では、

1915年にサンフランシスコの国際大会で採択された

【全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓】別

名【ロータリー道徳律】の審議が始められたからで

あります。したがって、 Conventionof inspilationと

呼ばれるに相応しい良質な討議が行われたのであり

ます。

さて、 1923年の国際大会に提案された34号議案に

つきましては、アーサーF・シェルドン、 Guy

Gundaker、Dr.Allen D. Albert等のロータリアンは、

『このような団体奉仕は、ロータリーの奉仕とは認

めないよ』と主張します。

Edger Allenも、ここまで来ると引っ込んでいるわ

けにはいきませんから、

『これがロータリーの奉仕でなくて、何がロータリ

ーの奉仕だ』と反論します。

そして、双方とも相譲らないのであります。その

結果、

『もう議論は止めよう。君達は、君達のロータリー

をやればよい。私達は、私達のロータリーをやろう』

と謂うことになったときに、これは証拠がありま

せんが、明らかにポール・ハリスが裏で動いていたと

推測されるのであります。ポール・ハリスの意を受け

て名乗り出たのが、 1922~23年度のシカゴ・クラブ

の会長WilliamWestbergとテネシー州ナッシュビル

ロータリー・クラブの会員WillR. Manier Jrでありま

した。そして、提案しました。

『双方とも暫しお待ちあれ。ロータリーというもの

は、ありとあらゆる異なった発想を親睦の内にお互



いに学び合うところにその本願がある。したがって、

私は私のロータリー、君は君のロータリーでやると

いうのでは、ロータリーというものの本質が崩れて

しまう。

そこで、我々は、ここに、この対立を調和せしめ

る原理というものを用意しているので、原案に替え

て、我々の提案をご審議願いたい。』

と提案したのであります。そこで皆がハッと気が

付いて、

『成る程、ここで別れて何になるものでもない。あ

なた方の提案を審議して、調和のとれた原理に基づ

いて、一双方が立てるようにしよう』

ということになって決議に漕ぎ着けたのが決議

23-34号でありました。

即ち、この2人によって共同提案された代案である

34号議案について、大会決議を取り付けることに成

功したのであります。

Will R. Manier Jrは、この功績によって、 1936~

37年度の国際ロータリー会長に選任されており、決

議34号の文章を見ると、これは大変な人物であるこ

とが判るのであります。

彼らは、一体どのようにしてこのドキュメントを

書き上げたのかと言いますと、彼らは、 1907年以降

のロータリーの奉仕哲学上の原理原則を全て柱立て

て理解していたのでありますが、決議34号の代案を

書く時に、二つの目的があったのであります。即ち、

第1は、ロータリーの原理の世界には色々な葛藤が

あったが、この葛藤をここで悉く解決しておこうと

いうこと、即ち、初期ロータリアンのありとあらゆ

る原理的な試行錯誤を悉く国際大会の決議をもって

解決しておこうということ、これが一つであります。

第2は、その枠組みの中で、 EdgerAllenが提唱し

ているような団体的金銭的な社会奉仕をロータリー

の正当な奉仕の一環として、どのようにして組み入

れるべきか、ということ、これが一つであります。

この二つの要素をくみ取ることが出来るのであり

ます。

なお、決議34号は、表面的には、シェルドンその

他伝統的理論派とEdgerAllenとの争いでありますが、

ロータリーの原理形成の面から分析しますと、伝統

的理論派と 1914年度の国際ロータリー・クラブ連合

会会長フランク・マルホランドFrankL. Mulhollandと

の争いであったと言えるのであります。ポール・ハリ

スは、この時はFrankL. Mulhollandに加担したので

あります。

Frank L. Mulhollandがこの運動に拘わるようにな

った動機は、次のようなことでありました。即ち、

彼が、朝の散歩をしている時、車椅子に乗った子供

に出会いました。そこで、この年頃の子供は、今頃は、

学校で勉強していなければならないので、その訳を

聞きますと、 『自分は身体障害児であるために学校に

行くことが出来ません。しかも、私学は学費が高い

ので行くことが出来ません』というのであります。

そこで、彼は、この子は身体に障害があるばかり

に、憲法が保障している教育を受ける権利・教育の機

会均等が奪われている。これは由々しきことである

というので身体障害児養護学校設立の運動に身を投

じるようになったのであります。

さて、決議23-34号は、ロータリーの思想体系を

整理した最初にして最後のドキュメントであります。

それは、ロータリーの世界における般若心経ともい

うべきものであり、キリスト教のバイブル、道元禅

師の正法眼蔵のように時代の変遷に耐えるものとし

て、全てのロータリアンの心の支えとなるものであ

り、正に思想が結晶化したものであります。

手続要覧の中で哲学的なものは、この決議23-34

号だけは、お経のように読みますと、ロータリーと

いうものの本体を容易に明らかにすることが出来る

のであります。

決議23-34号は、 6項目から成り立っています。第

1項から第5項までは総論であり、 6項目が各論であ

り、社会奉仕の準則を規定しています。

総論の第1項～第5項の内容は、ロータリーとは何

かということを説いています。即ち、この中で、初

期ロータリーの試行錯誤を全て最終的に解決すると

いう形をとっているのであります。ロータリーがこ

のようなものであるから、したがって、第6項に各論

として、団体的、金銭的奉仕プログラムを組むに当

たっては、次の準則によるべし、という具合になっ

ているのであり、このルールを踏まえて、団体的社

会奉仕の企画、立案、実施をすることが望ましいの

であります。

以上のように、決議23-34号は、非常に広い範囲

でロータリーの原理原則を定めているのであります。

これを読むことなしにロータリーを語ることは出来

ない、ということになるのであります。

以上で、初期ロータリーの歴史の概説を終わりた

いと思います。御静聴ありがとうございました。

以上

Governor's Monthly Letter DIii 



● 馬頭小川ロ一タリー・クラブ 40周年記念 2012年11月11日南平台温泉ホテル .

今年度一番のクラブ行事が、 11月11日

に開催しました「創立40周年記念式典」で

した。

幹事そして式典の実行委員長を仰せつ

かっていましたが、体調不良で入院を余儀

なく当日出席することが出来ませんでした。

式典開催の是非またその開催規模、様式

など検討すべき事項が多々あり本当に悩み

深いものでしたが、全会員協議の結果開催

決定致しました。姉妹クラブである台湾

台中市の「太平扶輪社」その兄弟クラブの

「恒春扶輪社」から、東日本大震災の時には、いち早く多額

の義捐金を頂く中の開催ですので「義と礼」を尽くす意味深

い式典でした。

鈴木ガバナーをはじめ多くのロータリーアン、また関係各

位の多大な協力支援があったからこそ開催できましたことを

改めて御礼申し上げます。来年3月には姉妹クラブの30周年

式典が開催されますので、多くのメンバーで訪台したいと考

えてます。

.〗氏家ロータリー・クラブ 50周年記念

．
 

荘水清レ,'’ テホ日ー2
 

月4
 

年3
 

ー

゜
2
 

“好意と友情を深める”ことをモットーと

する氏家ロータリー・クラブは、 4月21日

に創立50周年記念行事をホテル清水荘で

開催した。式典には人見町長他、氏家ク

ラブが事業運営に協力している地域回体の

関係者、鈴木ガバナー、白相ガバナー補佐、

グループ内外の多くのロータリアンが友情

参加した。

小野会長の歓迎の挨拶と創立当時の様子、

野澤実行委員長からクラブの独自な奉仕や

50周年の記念事業が披歴され、関係団体や

歴代会長に目録や感謝状が贈呈された。

式典終了後、茶席が催けられた友愛コーナーで小憩。引き

続き、元ネパール・オマーン大使の神長善次氏による“これか

らの20年’'と題した記念講演が行われた。次いで氏家クラブ

が日頃応援している地元出身の若い音楽家、落合崇史さんと

その仲間による演奏会があり、和やかな祝宴に移った。

なお、氏家クラブでは、次年度にかけ青少年健全育成のた

めの記念事業を企画している。

-~ ←Y 一~ 一
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・〗足利ロータリー・クラブ 60周年記念 蓮岱館 .

足利ロータリー・クラブは4月6日、創立60周

年記念式典を行った。同クラブは、昭和27年

に東京RC、東京南RC、東京北RC、宇都宮RCが

スポンサーとなり、遠田淳足銀頭取が初代会

長となって地域の実業人で発足、現在まで61

代の会長が引継ぎ、この間3人のガバナーを輩

出し、ロータリー活動と青少年の育成事業など

を行ってきた。

記念式典は鈴木ガバナーを始め、各クラブ代

表、足利市長、商工会議所会頭など多くの来賓

者を迎えて、其々の代表が祝辞を述べた。60周

年記念事業の一つとしでもみじ谷の整備’ども

みじ・桜’の記念植樹に対して市長より感謝状が贈られた。また、青少年教育基金を足利市と友好クラブを通

して石巻市へ贈られた。

足利高校、足利短期大学附属高校IACが活動している“命を守る森の防潮堤運動’'に対しても基金が贈られ

た。このあと祝賀会が催され、各地から来足したロータリアンと交流が行われた。

の絆を深めよ‘
タリークラプ劃立80●年記拿式費

？ 

ROTARY CLUB 

C》

2013年4月6日

．〗宇都宮陽東日ータリー・クラブ 20周年記念 2013年4月20日 宇都宮グランドホテJ レ． 
20周年の歩みと 20年間の感謝 そしてこれか

らを考えると「ありがとうロータリー20年を振り

返って そして未来へ」のテーマに達した

創立時は35名で宇都宮東RCの力で立ち上がり、み

んなで多くを学び 多くの活動をし 多くを経験し

20年経った。人間で言えば20歳の大人の仲間入

り 今の会員数は42名で創立時の20％増となった。

20周年記念行事では

l.「ありがとうロータリー20年を振り返って」

創立以来の資料をほどき・会員親関係者の記憶

をたどると「ありがとう」の言葉になる

宇都宮東RCを始め 家族の皆さんに感謝した

2.「そして未来に」

我がロータリークラブをある意味で検証すると 「未来・将来」の言葉につながる。

それで20周年記念行事は、宇都宮市内 5大学の若人 (20歳の）が、約10か月間ロータリー活動を体験

し一緒にロータリー活動を考え、式典当日に発表とシンポジュームを開催した。学生から見たロータ

リーは、認知度非常に低く、若い世代に広報されていなかったとの学生からの発表。逆に米山記念奨学

生からはカンセラー付き奨学金制度があるため認知度は、非常に高いとの評価があった。

シンポジュームにおいて学生から鋭い感性の質疑があり、鈴木ガバナーの適切な対応を頂いた。

20周年記念行事では、 l．公開にこだわり公開講演を開催 2.「会員が自分の仕事を語り 学生が将来の仕

事を模索する」をテーマにした会員と学生との職業奉仕討論会 3記念式典・祝賀会（学生参加の発表シン

ポジューム）を開催した。

この模様は広報を兼ね 下野新聞に記事で・栃木放送では生放送された。放送では「ロータリー解る？」

「どこかのゴルフ場ですか？」の問答で苦笑い。未来への不安感じた。

宇都宮陽東RCの記念行事は毎回手作りとなっており 今回も講演会討論会 シンポジューム 祝宴の

演奏も会員関係者の催し物で特に比企直前ガバナーの西洋鋸演奏もあり 会員が力を合わせ 自らが作り上

げたものと成った。これに対し 多くのロータリー関係者には 「陽東RCらしい会でした」とお話を頂いた。

これに感謝。表に出ず縁の下の仕事に携わった会員 表舞台で汗を流した会員 家族の方々にも感謝

「ありがとうロータリー そして未来に」25周年に向かって みんなで歩んでいこう

あ'’が""-・．，--・ "’’し・9てそしてぶ丈＾｀

〇 宇都宮陽束ロー タリー・クラプ
．． 創立＿;,!O周年記茎

• 9 

RotN、ro.ui
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・翌013.-.......2014年度地区協議会報告 • 
I I 

‘ 
UNOMIY A 90 

早咲きの桜も終わった4月14日（日）、陽春おだ

やかな光の中、作新学院大学を会場に「国際ロー

タリ ー第2500地区 地区協議会」が開催されまし

た。ホストは次年度ガバナーを輩出する宇都宮90

ロータリークラブ。県内50クラブの次期会長・幹事

をはじめ、次期クラブの根幹を担う委員長らが一

堂に会し、実りあるプログラムが厳粛に進行され

ました。

協議会は、飯村慎ーガバナーエレクトの点鐘に

続き、国歌、ロータリ ーソ ングをホストクラブの

新見徹会員による指揮で斉唱。開会の言葉を安藤

英夫実行委員長、歓迎の言葉を粕谷明弘クラブ会

長が行いました。続いて、飯村ガバナーエレクト

による地区役員の紹介、鈴木宏ガバナーによるあ

いさつをいただき、 RIテーマおよび地区方針と目標

について次のように、ガバナーエレクトから発表

が行われました。

・〗新入会員紹介
わかばやし みのる

若林 実
（鹿沼RC)

有限会社伊勢茂商店

代表取締役

平成24年8月23日
入会

，，、 とうまさひこ

加藤昌彦
（鹿沼RC)

エムシーシ有限会社

代表取締役

平成25年3月14日

入会

RIテーマは、 「ロータリーの実践一行動するロー

タリアンを目指して」（ロン・バート ンRI会長エレク

ト）。地区目標は、 ①魅力あるクラブづくり、②「未

来の夢計画」の実践、 ③明日を担う人づくり、④職

業奉仕理念の実践の4つを掲げ、その目標達成のた

めに邁進することを熱く表明しました。参加者一

同、真剣な眼差しで一語ー語を噛みしめながら聴

いたと言っても過言ではありません。

さらに、近藤隆亮地区研修リ ーダーから「元気な

クラブ運営について」のスピーチをいただき、昼

食を挟んで、午後からは会場を移して部門別分科

会が行われました。その後、再び本会場に集まり、

近藤研修リーダーによる総評、鈴木ガバナーのあ

いさつ、飯村ガバナーの謝辞と続き、地区旗が引

き継がれました。濱津忍実行副委員長による閉会

の言葉、そして点鐘により、充実した地区協議会

は無事終了しました。次年地区役員の皆様のご協

力をいただきながら、クラブ役員、会員一丸となっ

て飯村年度を盛り立てて行きたいと思います。

• 
くろ だ た い こ う

黒田泰弘
（大田原RC)

（宗）光真寺

住職

平成25年4月12日
入会

-IIII'［闊’’

■ロータリー歴

物故平成25年4月7日
享年60歳
さえき ももお

佐伯百男様
（小山北RC)

2000-2001副会長 2001-2002会長

永年お世話になった父に替り入会しま皆様方と交流の中で人間を磨いていきま理想的な奉仕を研鎮させて頂きたいと
■財団、米山記念奨学会などの寄付歴

1990.3米山功労者 1988年度ポールハリスフェロー
2001年度ベネファクターした。 目標例会皆出席です。 す。宜しくご指羽ご鞭撻お願い致します。 存じます。宜敷く お願い致 します。

国際ロータリー日本事務局 事務所移転のご案内 5月27日～

新住所：〒 108-0073東京都港区三田l丁目4-28三田国際ビル24F
電 話 ：クラブ・地区支援室 03-5439-5800（旧奉仕室） 財団室 03-5439-5805 経理室 03-5439-5803 資料室 03-5439-5802
F A x:共通番号 03-5439-0405
業務時間： 午前9時30分より午後5時30分まで

一Governor'sMonthly Letter 



．〗 国際ロータリー第2550地区 4月会員増強・出席報告 • 
4月出席率 会員数 4月出席率 会員数

忍クラブ名
例回数 今月 平均 7月1E 今月 入会退会 通算増通算減増減誓：

忍クラブ名
例回数 今月 平均 7月1日今月 入会退会 通算増通算減増減 誓：

大田原 4 8565 8672 32 32 

黒 磯 4 8082 88.21 42 40 

［ 第 西那須野
4 8224 8634 37 38 

黒羽 4 95.31 9563 16 16 

那須 4 57.45 7491 12 12 

塩 原 3 61 90 6857 8 7 

大田原 4 6200 6376 28 27 
中央

烏 山 5 9640 9540 12 11 

第！ 氏 家
4 9405 9337 25 25 

矢 板 4 6363 6893 23 19 

馬頭小川 4 9075 8942 18 19 

高根沢 4 8440 7930 16 16 

宇都宮 4 7810 7447 91 89 

第［ 宇 都宮西
4 9542 9284 65 70 

宇都宮北 4 7786 7926 46 46 

宇都宮90 4 8547 8599 39 39 

宇 都宮
4 9055 8670 30 35 

陽 北

宇都宮東 4 9279 9509 94 99 

t 第B 3 宇都宮• 4 8515 86.38 43 45 

宇都 宮
4 81 54 7885 40 42 

陽東

宇 都宮 4 7647 81 23 16 17 
陽 南

百-、 岡 4 8350 83.83 51 54 

！益子 4 8550 8813 26 26 

真岡西 4 95.14 91.98 35 36 

しもつけ 3 9300 90.20 31 30 

「ロータリ ー文庫」は日本ロータリー50周年

記念事業の一つとして1970年に創立された皆

様の資料室です。

ロータリ ー関係の貴重な文献や視聴覚資料

など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用

に備えております。閲覧は勿論、電話や書信に

よるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版

資料についてはコピーサービスも承 ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用い

ただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目

録」を備えてありますので、ご活用願います。以

下資料のご紹介を致します。

1 

゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜

゜
3 3 

゜
2 小 山 4

゜゚
2 -2 

:1' Jプt 

小山南 4 

゜
1 

゜
1 小山東 4 

゜゚ ゜゚
小 山北 4 

゜゚ ゜゚
2 小山中央 4 

゜゚
1 -1 

゜
栃 木 4 

゜゚
1 -1 

2 1 第多ブQ I 
栃木西 4 

゜゚
1 -1 壬生 3 

゜
1 1 

゜゚
栃 木南 4 

゜゚
4 -4 4 日 光 3 

゜
1 

゜
1 

゜
鹿 沼 5 

゜゚ ゜゚
°。0厚’グブf 

今市 4 

2 2 4 -2 鹿 沼東 4 

゜
8 3 5 粟野西方 4 

゜
3 3 

゜゚
鹿沼中央 4 

゜
2 2 

゜
3 今市きぬ 4 

゜
6 1 5 3 足 利 2 

゜
5 

゜
5 

0 ° 第多} 8. 
足利東 4 

゜
3 1 2 | 足利西 4 

゜
3 1 2 

゜
足利 4 
わたらせ

゜
2 1 1 I 3 佐 野 4 

゜
5 2 3 

:5'  ＇ブ「

葛 生 5 

゜
1 1 

゜
田 沼 4 

゜
3 2 1 佐 野 東 4 

゜
2 3 -1 6 岩 舟 4 

5 0 RC  

ロータリアンの著書より

◎「やさしいロータリーの話ー間柄の美学」

◎「企業の社会的責任」

◎「企業行動のあり方」

91.40 

87 49 

9062 

8480 

66.70 

79.50 

91 96 

89.58 

8400 

81 36 

7840 

9375 

8903 

73.90 

8847 

9830 

61.40 

73.00 

8000 

95.90 

8220 

90.90 

8333 

8977 

71 00 

8344 

◎「決議23-34（セントルイス宣言）成立の経緯」

◎「ロータリー論策ー親睦と奉仕」

◎「井坂孝の足跡」

◎「ロータリー夜話」
◎「ロータリー茶話」
◎「ロータリー余話」
◎「ロータリー夜話・茶話《抜粋編》」

．需悶温宵』．

91 96 34 35 

゜゚
2 1 1 

9079 20 20 

゜゚ ゜゚ ゜91.06 32 32 

゜゚ ゜゚ ゜7985 24 23 

゜
1 

゜
1 -1 

7447 21 21 

゜゚ ゜゚ ゜7398 34 34 

゜゚
2 2 

゜8614 32 32 

゜゚
1 1 

゜8516 17 16 

゜゚ ゜
1 -1 

8451 30 31 

゜゚
1 

゜
1 

8008 23 23 

゜゚ ゜゚ ゜7791 62 62 

゜゚
2 2 

゜91 05 42 40 

゜゚
1 3 -2 

89.12 41 42 

゜゚
3 2 1 

79.76 12 11 

゜
1 

゜
1 -1 

8866 28 26 

゜゚
1 3 -2 

91 58 27 29 

゜゚
3 1 2 

66.37 33 35 

゜゚
4 2 2 

7530 55 55 1 3 4 4 

゜8006 15 15 

゜゚ ゜゚ ゜9673 31 31 

゜゚ ゜゚ ゜8378 62 67 

゜゚
5 

゜
5 

8868 31 33 

゜゚
5 3 2 

8918 38 39 1 1 2 1 1 

8969 22 22 

゜゚ ゜゚ ゜75.72 21 20 

゜゚ ゜
1 -1 

8414 1663 1684 3 8 87 66 21 

佐藤千壽 1984 27p 

佐藤千壽 1996 26p (D.2590) 

佐藤千壽 1996 69p (D.2770) 

佐藤千壽 1985 24p 

佐藤千壽 1996 70p 

鈴木清次編著 2009 221 p 

津田 進 1987 116p 

津田 進 1989 143p 

津田 進 1994 106p 

津田 進 1994 141 p 
［上記申込先：ロータリー文庫］

〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階

http://www.rotary-bunko.gr jp 開館＝午前10時～午後5時

TEL(03)3433-6456・ FAX(03) 3459-7506 

休館＝土・日・祝祭日

前号のガバナーメッセージの一文に誤りがありました。

前号の訂正 5ページ下から1行目 d) （誤）～立派な成果をあげているような活動を企画立案実施しなくてはならない。

（正）～立派な成果をあげているような活動を企画立案実施してはならない。

3゚ 

゜
1゚ 

1 

1゚ 

5 

5 

1 

3゚ 

1 

2 

1 

8゚ 

゜
゜
゜
゜
゜
1゚ 

67 

次ページから始まるマンガ『初期ロータリーを顕みて』は裏表紙からお読みください。 Governor's Monthly Letter国．． 



ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
職
業
人
で
あ
り
、
自

分
の
経
済
自
立
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

を
眼
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
人
達
の

社
交
団
体
が
ロ
ー
タ
リ
—
・
ク
ラ
ブ
だ。

そ
の
親
睦
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
煮
詰
め
て
、

世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
放
流
出
来
る

と
す
れ
ば
、
職
業
的
社
会
生
活
が
必
然

的
に
持
っ
て
い
る
欠
陥
を
是
正
し
、
自
由

競
争
を
前
提
と
す
る
社
会
に
秩
序
と
掟

を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動

の
本
願
は
職
業
的
社
会
生

活
を
浄
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ロ
—
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
＿
業
＿
会
員
制
で
、
地
域
に
お

け
る
職
業
人
の
絶
対
数
か
ら
い
っ
て
も
そ
の
数
は
耳

掻
き
一
杯
に
し
か
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
い
て
世

の
た
め
、
人
の
た
め
に
そ
の
親
睦
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

放
流
す
る
と
い
う
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
で
な
け

れ
ば
果
た
せ
な
い
あ
る
種
の
ニ
ー
ズ
が
社
会
に
働
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

ヽ
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／
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 ゚
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＼
 

）
 

／
 

ー
ア
ー
、
自
分
が
や
っ
て
き

た
こ
と
は
悪
い
こ
と
と
は

思
わ
な
い
ん
だ
が
な
あ
…

[
 

批
判
を
受
け
た
エ
ド
ガ
ー

ア
—
レ
ン
は
：

三

「
自
分
は
、
エ
リ
リ
ア
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク

ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
団
体
財

源
を
使
っ
て
、
身
体
障
害
者
養
護
学
校
の

設
立
に
成
功
し
、
こ
れ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の

社
会
的
信
用
を
高
め
る
に
つ
い
て
大
い

に
預
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
す
、

倫
理
派
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
達
は
、
そ
れ
は

ロ
ー
タ
リ
ー
に
本
体
的
な
奉
仕
で
は
な

い
、
と
言
っ
て
責
め
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
色
々
考
え
た
結
果
、
貴
方
な
ら
、

私
の
こ
の
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
と
思
っ
て
こ
の
手
紙
を
差
し

上
げ
て
い
る
次
第
で
す
。

」
と
、
ポ
—
ル
・

ハ
リ
ス
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ル
は
す
ぐ
返
事
を
く
れ
て
…

「
あ
な
た
を
攻
撃
す
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
た

ち
の
考
え
方
は
絶
対
に
間
違
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
ま
す
申
し
上
げ
た
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
あ
な
た
の
や
っ
て
い

る
よ
う
な
活
動
が
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
に

反
す
る
と
も
思
わ
な
い
。

あ
な
た
の
よ
う
な
活
動
が
ど
の
範
囲
で

行
な
わ
れ
た
ら
口
—
タ
リ
—
の
原
則
を

逸
脱
し
な
い
か
を
決
め
る
議
題
の
提
案

を
、
次
の
国
際
大
会
に
提
出
し
た
い
。
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

Governor's Monthly Letter匹・
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□ 
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
は
こ
の
約
束
を
守
り
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
大
会
に
三
十
四
号

議
案
と
し
て
提
案
を
行
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
有
名
な
＿
九
二
三
年
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
決
議
第
三
十
四
号
」
で
す
。

あ
の
1
.

ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
・

ぐべ
‘

…
だ
っ
た
ら
、
私
は
私

の
ロ
ー
タ
リ
ー
、
君

は
君
の
ロ
ー
タ
リ
—

を
や
れ
ば
い
い
＂
~

口
こ
れ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉

仕
で
な
く
て
、
何
が
口
—

タ
リ
—
の
奉
仕
だ
！

-= ¥! 
介

/9 
A
 

芦
◎＼

 

＼
 

／
 

と
こ
ろ
が
、
口
—
タ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
は
団
体
と
し
て
社
会
奉
仕

を
行
な
い
う
る
か
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
決
議
を
求
め
る
提
案

に
、
が
ぜ
ん
大
会
は
粉
糾
し

ロ
ー
タ
リ
ー
分
裂
の
危
機
を
も

学
む
大
論
争
に
な
り
ま
し
た
。

駐
〗

町
／
4

ー

1
/
＂
 

／
 こ

の
よ
う
な
団
体
奉
仕
／
〗
＼

／吋
は
、
ロ
ー
タ
リ
—
の
奉
仕

ょ
認
め
ら
れ
な
い
よ
！

¥ ----
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テネシー州ナッシュビルロータリー・クラブの

会員ウィリアム・メイニア・ジュニア

そ
ん
な
中
に
名
乗
り
を

あ
げ
た
人
達
が
い
ま
す
。

1923~24年にシ

カゴクラブの会長を

務めたウィリアム・

ウェストバーグ

ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
も

の
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
異
な
っ
た
発
想
を
親

睦
の
う
ち
に
お
互
い
に

学
び
合
う
と
こ
ろ
に

そ
の
本
願
が
あ
る
。

とハせ＾

鷹及岱已塁

乳閾誓』息
閉ヽだ‘拠ぉ
.._,怜ポ悶悶
閑↓ i胃
--／ -

＝／ 

た
が
っ
て
、
私
は
私

□ー
タ
リ
ー
、
君
は
君

の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
や
る

と
い
う
の
で
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
と
い
う
も
の
の

質
が
崩
れ
て
し
ま

I Q 

そ
こ
で
、
我
々
は
、
こ
こ

に
、
こ
の
対
立
を
調
和
せ

し
め
る
原
理
と
い
う
も
の

を
用
意
し
て
い
る
の
で
、

原
案
に
替
え
て
、
我
々
の

提
案
を
こ
審
議
願
い
た
い
。

[
 あ

な
た
方
の
提
案

を
審
議
し
て
、
調
和

の
と
れ
た
原
理
に
基

づ
い
て
、
双
方
が
立

て
る
よ
う
に
し
よ
う
。

成
る
程
、
こ

こ
で
別
れ
て

何
に
な
る
も

の
で
も
な
い
。

/----—-
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即
ち
、
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
共
同
提
案
さ
れ
た

代
案
で
あ
る
三
十
四
号
議
案
が
あ
っ
て
、
大
会

決
議
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
決
議
に

漕
ぎ
箔
け
た
の
が
「
決
議
二

士
―
-
＇三
十
四
号
」
で
し
た
。

口口
こ
の
決
議
は
電

車
の
中
で
、
た
っ

た
＿
日
で
書
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
「
決
議
二
十
三
'
-
―
―
十
四
号
」
は

□

—
タ
リ
ー
の
思
想
体
系
を
整
理
し
た

最
初
に
し
て
最
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

そ
れ
は
、
時
代
の
変
遷
に
耐
え
る
も
の
と

し
て
、
全
て
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
心
の
支

え
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
正
に
思
想
の
結

晶
化
し
た
も
の
で
す
。

手
続
き
要
覧
の
中
で
哲
学
的
な
も
の
は
、

こ
の
決
議
二
十
＝
＿
＇＿
二
十
四
号
」
だ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
手
続
き
要
覧
を
読
む
暇
の
な

い
人
は
、
「
決
議
二
十
三
＇
三
十
四
号
」
を
読
み

ま
す
と
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
も
の
の
本
体

を
容
易
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

決議23-34号

第1項

第2項

第3項
公`
3命 念

而
ニ
＝ロ

第4項

第5項

第6項 l•••••••• 各論（社会奉仕の準則を規定）

「
決
議
二
十
三
＇
三
十
四

号
」
は
、
六
項
目
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
第
＿
項

ー
第
五
項
ま
で
は
総
論

で
あ
り
、
第
六
項
が
各
論

で
あ
り
、
社
会
奉
仕
の
準

則
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

一Governor'sMonthly Letter 



と
こ
ろ
が
五
十

人
が
＿
人
ひ
と
り

＿
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
散
っ
た
な

ら
五
十
通
り
の
、

百
通
り
の
奉
仕

が
可
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
・

と
、
団
体
奉
仕

の
人
が
集
ま
っ
て

か
出
来
ま
せ
ん
。

冒

多
年
度
に
わ
た
っ
て
や
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、

自
分
が
中
心
に
な
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

他
の
団
体
と
協
力

す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
個
人
で
す
か
ら

テ
リ
ト
リ
ー
の
制
約

を
受
け
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

慎釦額糾顕詞⑱OOOOCXXXX)
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し
か
も
そ
れ
を

□ー
タ
リ
ー
の
事
業
計

画
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 /-＼ 

麟罰圃

制
度
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
管

理
権
を
握
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

「

R
O
T
A
R
Y
 o
w
n
 t
h
e
 

c
o
m
m
u
n
i
t
y
.」
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

決
議
二
十
＿
＿
＿
＇
三
十
四
号
は
非
常
に

広
い
範
囲
で
口
—
タ
リ
—
の
原
理
原

則
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

駈置 ー年に渡り、ご愛読いただき、ありがとうございました。
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